
第3回審査会合における指摘事項への回答 

資料３－２ 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 １ ８ 日 
経 済 産 業 省 
電力取引監視等委員会事務局 

（第３回電気料金審査専門会合での御指摘の概要） 
• 北陸電力・沖縄電力は、過去の料金改定の際にも政府経済見通しによる消費者物価指数、国内卸売物価

指数、雇用者所得指数を元にエスカレ率を織り込んでいることを各社の資料で示されたが、それぞれの料
金改定時におけるエスカレ率の実績値はどのようになっているか示してほしい。 

• 特に、政府経済見通しは、政策的な観点から高めあるいは低めにアナウンスされることも想定されることか
ら、見通しと実績との乖離を把握したい。 

【指摘事項１】エスカレの実績値について 



【指摘事項１】エスカレの実績値について（沖縄電力） 1 

①各料金改定時のエスカレ織込率（事業者資料） 

改定年月 改定率 指数 織込率（見通し値） 

平成14年
10月 

▲5.79% ①消費者物価指数 ▲0.6% 

②国内卸売物価指数 ▲0.8% 

③雇用者所得指数 ▲1.0% 

平成17年 
7月 

▲3.27% ①消費者物価指数 0.1% 

②国内卸売物価指数 0.4% 

③雇用者所得指数 0.4% 

平成18年 
7月 

▲3.24% ①消費者物価指数 0.5% 

②国内卸売物価指数 0.9% 

③雇用者所得指数 1.3% 

平成20年 
9月 

▲0.45% ①消費者物価指数 0.3% 

②国内卸売物価指数 0.6% 

③雇用者所得指数 0.1% 

(出所：第3回電気料金審査専門会合 資料3-5 P2 
沖縄電力 指摘事項1：デフレ時における物価上昇率の織込み（エスカレ）
について） 

②実績率及び織込率との差異（事務局作成） 

エスカレ率の諸元 実績率 差異 

平成14年度政府

経済見通し（平成
14年1月閣議決
定） 

▲0.6% 0.0% 

▲1.6% ▲0.8% 

▲3.5% ▲2.5% 

平成17年度政府

経済見通し（平成
17年1月閣議決
定） 

▲0.1% ▲0.2% 

2.1% 1.7% 

0.4% 0.0% 

平成18年度政府

経済見通し（平成
18年1月閣議決
定） 

0.2% ▲0.3% 

2.1% 1.2% 

0.1% ▲1.2% 

平成20年度政府

経済見通し（平成
20年1月閣議決
定） 

1.1% 0.8% 

3.2% 2.6% 

▲1.2% ▲1.3% 

(出所：政府経済見通しに含まれる主要経済指標数値
（実績）） 

（各料金改定時のエスカレ実績率及び織込率との乖離状況について） 
• 過去の料金改定時に織り込んだエスカレ率（織込率）と実績率との差異（実績率－織込率 %ポイント）は、

プラス、マイナスの両方に出ているケースが見られる。 
• 消費者物価指数は、実績率と織込率の乖離が比較的小さい傾向にある。 
• 国内卸売物価指数は、年度にもよるが実績率が織込率を上回る傾向が見られる。 
• 雇用者所得指数は、年度にもよるが実績率が織込率を下回る傾向が見られる。 



【指摘事項１】エスカレの実績値について（北陸電力） 2 

①各料金改定時のエスカレ織込率（事業者資料） 

改定年月 改定率 指数 織込率（見通し値） エスカレ率の諸元 

平成12年
10月 

▲5.57% ①消費者物価指数 0.3% 平成12年度政府経
済見通し（平成12
年1月閣議決定） ②国内卸売物価指数 ▲0.1% 

③雇用者所得指数 0.1% 

平成14年
10月 

▲5.32% ①消費者物価指数 ▲0.6% 平成14年度政府経
済見通し（平成14
年1月閣議決定） 

 

②国内卸売物価指数 ▲0.8% 

③雇用者所得指数 ▲1.0% 

平成17年 
4月 

▲4.05% ①消費者物価指数 ▲0.4% 平成16年度政府経
済見通し（平成16
年1月閣議決定） 

 

②国内卸売物価指数 ▲0.8% 

③雇用者所得指数 0.2% 

平成18年 
7月 

▲2.65% ①消費者物価指数 0.4% 平成18年度政府経
済見通し（平成18
年1月閣議決定） 

 

②国内卸売物価指数 2.6% 

③雇用者所得指数 1.8% 

平成20年 
3月 

据置き ①消費者物価指数 0.5% 平成19年度政府経
済見通し（平成19
年1月閣議決定） 

 

②国内卸売物価指数 0.7% 

③雇用者所得指数 2.0% 

※1 1年間の原価算定期間が２カ年にまたがる改定（H12:H12下・H13上、H14:H14下・H15上、
H20:H19下・H20上）であり上記エスカレ率を2カ年目は今回申請と同様、累計値で織込み 

※2 H14年12月公表より国内卸売物価指数は、国内企業物価指数に変更 

(出所：第3回電気料金審査専門会合 資料3-3 P2 
北陸電力 指摘事項1：これまでの料金改定におけるエスカレ織りこみ状況） 

②実績率及び織込率との差異（事務局作成） 

実績率 差異 

▲0.5% ▲0.8% 

▲0.1% 0.0% 

0.1% 0.0% 

▲0.6% 0.0% 

▲1.6% ▲0.8% 

▲3.5% ▲2.5% 

▲0.2% 0.2% 

3.6% 4.4% 

▲2.9% ▲3.1% 

0.1% ▲0.3% 

4.2% 1.6% 

0.5% ▲1.3% 

0.4% ▲0.1% 

2.3% 1.6% 

0.3% ▲1.7% 

※ 平成17年4月・平成18年7月改定時のエス

カレ率は、基準となる直近の会計年度（実績
値）の2年後に原価算定期間を設定して料金原

価の算定が行われており、事業者の計算結果
と整合させるため、2か年のエスカレ率の単純
合計として算出 

(出所：政府経済見通しに含まれる主要経済指
標数値（実績）） 
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